
平成３０年９月２４日（月）～平成３０年９月３０日（日）〔平成３０年第３９週〕の感染症発生状況 

第３９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)流行性角結膜炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．５９人と前週（３．３３人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．０８人と前週（２．００人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は１．５６人と前週（２．３３人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！


